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平
成
17
年
度
か
ら「
和
木
町
議
会
だ
よ
り
」が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
議
会
終
了
後
の

「
広
報
わ
き
」に
一
般
質
問
の
内
容
と
、答
弁
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１．

古
木
町
長
は
、
引
き
続
き
町
政

を
担
当
す
る
の
か

【
答
　
弁
】
引
き
続
き
担
当
し
て
い
き

た
い
。

２．

思
い
切
っ
た
「
機
構
改
革
」
を

断
行
し
健
全
財
政
の
構
築
を

【
答
　
弁
】
時
代
に
適
合
し
た
組
織
・

機
構
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
く
。

３．

徹
底
し
た
無
駄
を
排
除
し
、
将

来
に
わ
た
る
財
政
の
安
定
化
を

【
答
　
弁
】
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
取
得

す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
徹
底
し

て
無
駄
を
排
除
し
、
将
来
に
わ
た
る

財
政
の
安
定
化
を
目
指
す
。

１．

山
口
県
教
育
委
員
会
が
作
成
し

た
、
学
校
の
防
犯
体
制
を
き
ち
っ
と

す
る
た
め
の
40
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が

実
行
さ
れ
て
い
る
か

【
答
　
弁
】
月
ご
と
、
学
期
ご
と
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
。

２．

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組

織
化
の
対
応
は
考
え
て
い
る
か

【
答
　
弁
】
地
域
ぐ
る
み
で
ど
う
い
っ

た
形
で
取
り
組
め
る
か
各
団
体
へ
投

げ
か
け
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実

現
に
向
け
取
り
く
む
。

３．

瀬
田
、
関
ヶ
浜
公
民
館
分
館
は

法
律
に
よ
り
葬
儀
に
は
利
用
で
き
な

い
と
聞
い
て
い
る
が
現
在
で
も
出
来

な
い
の
か

【
答
　
弁
】
平
成
15
年
６
月
に
公
民
館

の
設
置
及
び
運
営
基
準
が
改
正
さ
れ

利
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

４．

催
眠
商
法
等
で
の
住
民
の
被
害

を
出
さ
な
い
た
め
に
消
費
者
教
育
の

徹
底
を

【
答
　
弁
】
高
齢
者
用
啓
発
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
、
広
報
わ
き
に
消
費
者
生

活
相
談
便
り
の
掲
載
等
を
し
て
い
る
。

今
後
は
和
木
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
活
用
や

和
木
大
学
と
の
連
携
も
考
え
て
行
く
。

１．
「
町
民
が
主
役
と
な
る
町
政
を
基

本
姿
勢
に
す
る
」
こ
の
言
葉
の
使
わ

れ
た
理
由
は

【
答
　
弁
】
住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

２．

定
率
減
税
の
縮
減
廃
止
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か

【
答
　
弁
】
財
政
再
建
と
い
う
国
の
大

き
な
施
策
で
あ
る
。

３．

大
企
業
や
高
額
所
得
者
に
対
す

る
減
税
措
置
を
是
正
す
る
よ
う
国
に

働
き
か
け
を

【
答
　
弁
】
国
の
税
制
調
査
会
に
お
い

て
議
論
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
し
ば
ら

く
時
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。

４．

高
齢
者
に
増
税
が
集
中
す
る
と

思
う
が
、
町
と
し
て
減
税
制
度
の
検

討
す
る
考
え
は
な
い
か

【
答
　
弁
】
今
回
の
改
正
で
影
響
が
出

る
の
は
18
年
度
以
降
で
あ
り
見
直
し

も
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
推

移
を
見
守
り
た
い
。

平成17年第１回和木町議会定例会

一般質問及び答弁の内容

平成17年第１回和木町議会定例会

一般質問及び答弁の内容

質
問
者
▼
村
上
　

市

質
問
者
▼
野
村
　
邦
光

質
問
者
▼
横
林
　
元
二
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５．

介
護
保
険
で
の
負
担
増
と
給
付

減
の
内
容
は

【
答
　
弁
】
施
設
給
付
の
見
直
し
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
決
定
は
し
て

い
な
い
。

原
則
と
し
て
居
住
費
用
を
保
険
給

付
の
対
象
外
と
す
る
形
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

６．

障
害
者
福
祉
制
度
を
和
木
町
独

自
で
で
も
守
ら
れ
な
い
か

【
答
　
弁
】
制
度
を
長
く
続
け
る
た
め

に
は
応
益
負
担
も
や
む
を
得
な
い
と

思
う
。

７．

下
水
処
理
手
数
料
負
担
に
つ
い

て
納
得
で
き
る
よ
う
に

【
答
　
弁
】
不
合
理
な
こ
と
は
大
竹
市

と
の
間
で
協
議
し
て
い
く
。

８．

和
木
駅
の
必
要
財
源
を
示
し
、

住
民
の
意
見
を
改
め
て
聞
く
慎
重
な

対
応
を

【
答
　
弁
】
現
時
点
で
は
概
算
事
業
費

に
よ
り
必
要
財
源
の
調
達
方
法
を
調

査
研
究
中
で
あ
り
公
表
す
る
ま
で
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
し
ば
ら
く
時
間
を

い
た
だ
き
た
い
。

数
ヶ
月
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
ば
か
り
な
の
で
、
改
め
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
な
う
考
え
は
な
い
。

９．

田
中
明
神
の
存
続
を

【
答
　
弁
】
憲
法
第
89
条
に
よ
り
町
費

に
よ
る
援
助
等
は
困
難
で
あ
る
。

10．

小
中
学
校
35
人
学
級
の
前
進
、

充
実
を

【
答
　
弁
】
県
教
育
長
会
等
を
通
し
て

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

11．

30
人
学
級
を
目
指
し
て
ほ
し
い

【
答
　
弁
】
35
人
学
級
も
実
現
し
て
い

な
い
の
で
当
面
35
人
学
級
を
目
指
し

た
い
。

１．

幼
保
一
元
化
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て

【
答
　
弁
】
３
歳
以
上
の
幼
児
を
全
員

幼
稚
園
児
と
し
必
要
な
方
は
預
か
り

保
育
を
実
施
す
る
。
細
部
を
検
討
し

保
護
者
へ
の
説
明
会
を
行
い
18
年
度

よ
り
実
施
し
た
い
。

２．

教
育
施
設
の
不
審
者
進
入
対
策

に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
は

【
答
　
弁
】
幼
稚
園
は
入
口
を
施
錠
し

来
園
者
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
対
応
し

て
お
り
、
各
教
室
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を

設
置
し
て
い
る
。

小
学
校
は
、
入
口
全
て
の
門
扉
を

閉
め
、
校
舎
入
口
も
施
錠
し
て
い
る
。

来
校
者
に
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
対
応

小学校正門の様子

質
問
者
▼
森
脇
　
明
美

し
防
犯
カ
メ
ラ
も
設
置
し
て
い
る
。

中
学
校
の
施
錠
等
は
し
て
い
な
い
。

緊
急
事
態
発
生
時
の
対
応
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
り
こ
れ
を
も
と
に
行
動

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
ま
た
、

幼
稚
園
、
小
学
校
で
は
警
察
と
連
携

し
不
審
者
の
進
入
を
想
定
し
た
防
犯

訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。

３．

ゆ
と
り
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
ゆ
と
り
教
育
実
施
に
伴
い
、
学
力

の
低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
教

育
長
の
見
解
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

【
答
　
弁
】
時
間
的
な
ゆ
と
り
は
学
習

内
容
を
確
実
に
習
得
で
き
る
よ
う
個

別
指
導
、
グ
ル
ー
プ
指
導
等
も
可
能

に
す
る
こ
と
が
出
来
、
確
か
な
学
力

を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
自
ら
学
び
自

ら
考
え
る
力
な
ど
の
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ

り
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
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３
月
２５
日
に
舛
岡
ス
ヱ
さ
ん
（
和
木
１

丁
目
）、
３０
日
に
浦
弘
子
さ
ん
（
和
木
４

丁
目
）が
満
９０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
話
題

厚

生

功

労

者

表

彰

ま
ち
の
話
題

消

防

団

長

・

副

団

長

を

任

命

４
月
１
日
付
で
、
消
防
団
長
に
藤
川
鞆

道
さ
ん
（
瀬
田
２
丁
目
）
が
、
副
団
長
に

吉
岡
勝
徳
さ
ん
（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）
が
そ

れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

藤
川
さ
ん
は
団
長
と
し
て
８
期
目
、
吉

岡
さ
ん
は
副
団
長
と
し
て
２
期
目
と
な
り

ま
す
。
任
期
は
、
平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま

で
の
２
年
間
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
二
人
に
は
、
消
防
団
の

統
率
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
消

防
行
政
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤川　鞆道さん

吉岡　勝徳さん

舛岡　スヱさん

浦　弘子さん

を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
古
木
町
長
、

中
村
議
長
を
は
じ
め
、
町
執
行
部
が
出
席

し
、
自
治
会
長
と
の
意
見
交
換
の
場
と
し

て
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
、
町
か
ら
市
町
村
合
併
の
問

題
（
現
在
県
内
に
33
あ
る
市
町
村
が
、
平

成
18
年
に
は
22
の
市
町
村
と
な
り
、
う
ち

市
が
13
、
町
が
９
で
山
口
県
か
ら
村
は
な

く
な
り
ま
す
）、
Ｊ
Ｒ
新
駅
の
設
置
（
駅

舎
部
分
で
約
５
億
円
、
周
辺
設
備
で
約
５

億
円
、
合
計
で
約
10
億
円
の
費
用
が
必
要

と
な
り
ま
す
）、
個
人
情
報
保
護
法
（
町

で
も
条
例
を
制
定
し
、
本
年
10
月
よ
り
本

格
施
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
向
け

て
の
調
整
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
）、
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
の

導
入
に
つ
い
て
（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）、
自

主
防
災
組
織
等
（
災
害
発
生
時
の
協
力
体

制
な
ど
）
に
つ
い
て
の
行
政
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

次
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
自
治
会
長

の
皆
さ
ん
か
ら「
ご
み
に
関
す
る
こ
と
や
、

町
営
住
宅
の
運
営
、
個
人
情
報
保
護
法
が

施
行
さ
れ
た
後
の
こ
と
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
主
防
災
組

織
等
の
行
政
報
告
に
は
関
心
も
高
く
、
活

発
な
意
見
や
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
21
日
、
文
化
会
館
で
行
政
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
年
３
回
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
町
内
全
23
地
区
の
自
治
会
長

ま
ち
の
話
題

町
行
政
と
意
見
交
換

行
政
懇
談
会
開
催
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４
月
21
日
、
行
政
懇
談
会
に
お
い
て
、

永
年
自
治
会
長
を
つ
と
め
て
こ
ら
れ
た
上

岡
宗
三
さ
ん
（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）
に
古
木

町
長
か
ら
記
念
品
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
上
岡
さ
ん
は
平
成
２
年
か
ら
関
ヶ

浜
１
自
治
会
長
と
し
て
就
任
さ
れ
、
15
年

間
の
多
年
に
わ
た
り
地
域
自
治
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
13
年
度
か
ら

は
、
和
木
町
全
域
を
総
括
す
る
連
合
自
治

会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
多
く
の
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
自
治
会
総
会
で
次
の
と
お
り

自
治
会
長
の
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

●
退
任
さ
れ
た
自
治
会
長
（
敬
称
略
）

上
岡
　
宗
三

（
関
ヶ
浜
１
自
治
会
）

嘉
屋
　
博
毅

（
上
灰
場
自
治
会
）

松
並
　
秀
夫

（
加
賀
開
自
治
会
）

兼
庄
　
喜
義

（
下
組
自
治
会
）

●
新
自
治
会
長
（
敬
称
略
）

関
ヶ
浜
１
自
治
会
　
平
岡
　
孝
之

上
灰
場
自
治
会
　
　
中
村
　
拓
男

加
賀
開
自
治
会
　
　
三
分
一
　
重
厚

下
組
自
治
会
　
　
　
松
本
　
光
哲

自
衛
官
募
集
相
談
員
に
、
松
本
和
孝
さ

ん
（
和
木
５
丁
目
）
が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
委
嘱
期
間
は
、
平
成
１７
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
１９
年
３
月
３１
日
の
２
年
間
で

す
。自

衛
隊
は
国
の
安
全
保
障
と
い
う
重
大

な
任
務
の
ほ
か
、
災
害
時
に
は
住
民
の
人

命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
復
旧
活
動

に
出
動
す
る
な
ど
、
そ
の
役
割
は
大
変
重

要
な
も
の
で
す
。
使
命
感
、
責
任
感
の
あ

る
若
者
を
求
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
行
政
機
関
が
行
う
仕
事
の
苦
情

や
相
談
窓
口
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る

「
行
政
相
談
員
」
に
も
松
本
和
夫
さ
ん
に

代
わ
り
４
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

毎
月
第
３
木
曜
日
の
１０
時
〜
１２
時
の

間
、
町
民
相
談
室
（
議
会
棟
１
階
）
で
定

例
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
松
本
和
孝
さ
ん

（
自
　
宅
蕁
53
―

３
１
９
５
）

（
相
談
室
蕁
52
―

１
６
１
６
）

４
月
25
日
、
元
行
政
相
談
委
員
の
松
本

和
夫
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）
に
総
務
大
臣

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
平
成
９
年
か
ら
８
年
間

に
わ
た
り
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委

員
の
委
嘱
を
受
け
、行
政
に
対
す
る
苦
情
、

相
談
事
の
受
付
け
や
町
民
と
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
を
つ
と
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

平
成
17
年
第
2
回

和
木
町
議
会
臨
時
会

自
衛
官
募
集
相
談
員

行
政
相
談
員
に
松
本
さ
ん

ま
ち
の
話
題

総

務

大

臣

か

ら

感

謝

状

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

退

任

自

治

会

長

へ

感

謝

状

４
月
２５
日
「
平
成
１７
年
第
２
回
和
木
町
議

会
臨
時
会
」
が
開
催
さ
れ
、
議
案
２
件
に

つ
い
て
の
審
議
が
可
決
さ
れ
る
と
と
も

に
、
議
長
に
杉
本
孝
夫
さ
ん
、
副
議
長
に

横
本
卓
二
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
22
号
【
可
決
】

和
木
町
道
路
線
の
廃
止

議
案
第
23
号
【
可
決
】

和
木
町
道
路
線
の
認
定

松本　和孝さん

横本副議長 杉本議長

松本　和夫さん上岡　宗三さん



４
月
21
日
、
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た

「
行
政
懇
談
会
」
で
上
岡
宗
三
さ
ん
（
関

ヶ
浜
１
丁
目
）
に
代
わ
り
森
田
孝
雄
さ
ん

（
和
木
１
丁
目
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
森

田
さ
ん
は
背
戸
場
地
区
の
自
治
会
長
と
し

て
平
成
6
年
に
就
任
さ
れ
地
域
自
治
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ま
ち
の
話
題

町
内
一
斉
清
掃
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

ま
ち
の
話
題

交

通

事

故

に

気

を

つ

け

て

「
平
成
17
年
春
の
交
通
安
全
運
動
」
が

４
月
６
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で
の
10
日

間
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

期
間
中
の
13
日
に
は
、
役
場
庁
舎
前
で

「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

行
わ
れ
、
岩
国
交
通
安
全
協
会
の
会
員
や

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
町
内
企
業
の

方
々
、
幼
稚
園
児
な
ど
が
参
加
。
通
行
中

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
交
通
事
故
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。」
と
チ
ラ
シ
な
ど
を
配

布
し
、
交
通
安
全
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
は
少
し
の
油
断
か
ら
起
こ
る

も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
ル
ー
ル
、

マ
ナ
ー
を
十
分
に
守
り
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
！

多くの方にご協力いただきました

４
月
24
日
「
春
の
町
内
一
斉
清
掃
」
が

町
内
全
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
清
掃
作
業

に
は
、
多
く
の
町
民
の
方
が
朝
早
く
か
ら

参
加
し
、
地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
に
汗

を
流
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
公
園
や
広
場
、
集
会
所
、
水
路

な
ど
の
雑
草
、
ご
み
、
泥
な
ど
ト
ラ
ッ
ク

29
台
分
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆

さ
ま
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
町
内
一
斉
清

掃
に
限
ら
ず
、
町
内
の
環
境
美
化
に
務
め

ま
し
ょ
う
！

ま
ち
の
話
題

森
田
さ
ん
連
合
自
治
会
長
に
就
任

森田　孝雄さん

４
月
６
日
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
社
）
山

口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
岩
国
支
部
（
河
崎
静

生
支
部
長
）
が
、
古
木
町
長
を
訪
ね
和
木

小
学
校
児
童
に
「
交
通
安
全
ペ
ン
ケ
ー
ス

セ
ッ
ト
」
４
４
０
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
支
部
は
、
児
童
ら
の
交
通
安
全
を
願

い
、
文
房
具
な
ど
を
毎
年
寄
贈
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
ち
の
話
題

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
寄
贈

ま
ち
の
話
題

ラ

ン

ド

セ

ル

カ
バ
ー
を
寄
贈

４
月
５
日
、
岩
国
交
通
安
全
協
会
和
木

分
会
（
亀
谷
三
治
会
長
）
が
、
和
木
小
学

校
新
入
生
７５
名
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
交

通
事
故
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

キャンペーンにかけつけた幼稚園児ら
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４
月
８
日
の
中
学
校
入
学
式
を
皮
切
り

に
、
１１
日
に
は
小
学
校
、
１２
日
に
は
幼
稚

園
で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
、
入
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
中
学
生
７９
名
、
小
学
生
７５

名
、
幼
稚
園
児
４４
名
で
、
こ
れ
に
よ
り
中

学
校
生
徒
数
２
３
３
名
、
小
学
校
児
童
数

４
０
３
名
、
幼
稚
園
園
児
数
は
１
４
１
名

と
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
付
で
、
町
長
か
ら
交
通
安
全

指
導
員
と
し
て
次
の
３
名
の
方
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
、
交

通
安
全
の
啓
発
、
街
頭
指
導
等
に
あ
た
ら

れ
ま
す
。

林
　
一
美
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）

太
田
俊
裕
さ
ん
（
和
木
５
丁
目
）

増
井
幸
伸
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
相
談
員
に
岡
内
さ
ん

ま
ち
の
話
題

交

通

安

全

指

導

員

を

委

嘱

ま
ち
の
話
題

夢
や
希
望
を
新
た
に
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！

岡内　章二郎さん林　一美さん

増井　幸伸さん 太田　俊裕さん

消
費
者
の
方
が
「
お
か
し
い
な
」
と
思

っ
た
り
、「
悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
っ
た
」

な
ど
の
苦
情
・
相
談
の
窓
口
と
し
て
、
４

月
１
日
付
け
で
岡
内
章
二
郎
さ
ん
（
瀬
田

３
丁
目
蕁
５２
―

５
８
６
８
）
が
山
口
県
知

事
か
ら
「
く
ら
し
の
相
談
員
」
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

消
費
生
活
の
こ
と
で
お
困
り
の
と
き

は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小学校

中学校 幼稚園



○
子
ど
も
た
ち
の
一
番
の
願
い
、
そ
れ
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

○
自
分
を
大
切
に
で
き
な
い
な
ら
ば
、
子

ど
も
を
大
切
に
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。

○
話
せ
ば
わ
か
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
話

４
月
か
ら
和
木
町
教
育
委
員
会
派
遣
社

会
教
育
主
事
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
「
藤
川
義
道
」
で
す
。
和
木
中

学
校
に
は
９
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
で
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
社
会
教
育
の
活
性
化

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
も

担
当
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

さ
な
け
れ
ば
も
っ
と
わ
か
ら
な
い
。

こ
れ
ら
は
、
子
育
て
の
参
考
書
と
し
て
、

保
護
者
の
方
に
ご
活
用
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
、
家
庭
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
や
子

育
て
の
上
で
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、

イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
記
し

て
あ
り
ま
す
。

家
庭
は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健

全
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
拠
り
ど
こ
ろ

で
あ
り
、
心
の
安
ら
ぎ
を
得
る
場
所
で
す
。

ま
た
、
基
本
的
生
活
習
慣
や
基
本
的
な

価
値
観
、
社
会
性
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ま
の
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
自
身
の
子
育
て
へ

の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
に
も
ご
活
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

家
庭
教
育
手
帳
の
購
読
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
は
「
や
ま
ぐ
ち
子
育
て
県
民
運
動
」

を
推
進
す
る
「
児
童
福
祉
月
間
」
で
す
。

お
子
さ
ま
の
幸
せ
な
成
長
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
話
し
合
い
の
場

を
も
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

（
蕁
53
―

３
１
２
３
）

〜
小
さ
な
輪
・
大
き
な
輪
へ
〜
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
子
連
活
動
が
ス
タ
ー
ト
！

４
月
13
日
、
各
単
位
子
ど
も
会
育
成
会

の
役
員
の
み
な
さ
ん
と
、
町
子
連
執
行
部

の
み
な
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、「
平
成
17

年
度
　
和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
（
町
子
連
）
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会

で
は
、
平
成
16
年
度
の
活
動
が
顕
著

で
あ
っ
た
団
体
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
団
体
表
彰
〉

上
灰
場
子
ど
も
会

（
16
年
度
会
長
田
中
　
博
美
さ
ん
）

中
組
子
ど
も
会

（
16
年
度
会
長
磯
永
　
優
子
さ
ん
）

こ
の
あ
と
、
決
算
・
予
算
・
事
業
等
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
新
執
行
部
体
制
に
つ
い
て
も
承

認
さ
れ
、
平
成
17
年
度
の
町
子
連
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

町
子
連
新
執
行
部
紹
介
（
敬
称
略
）

会
　
長
　
吉
田
　
浅
美

副
会
長
　
長
嶺
る
り
子

家
庭
教
育
手
帳
を
ご
覧

に
な
ら
れ
ま
し
た
か
？

開
こ
う
心
の
と
び
ら

7

３
月
30
日
、
文
化
会
館
で
「
平
成
16
年

度
婦
人
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
16
年
度

の
事
業
・
会
計
報
告
、
平
成
17
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
婦
人
会
重
点
目
標

○
健
や
か
な
子
ど
も
が
育
つ
地
域
を
つ
く

ろ
う

○
自
ら
を
高
め
る
た
め
の
学
習
を
す
す
め

健
康
で
明
る
く
生
き
よ
う

○
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

前
任
者
の
重
本
淑
子
さ
ん
に
代
わ
り
西

田
敏
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
２
年
間
で
す
。
ま
た
、
重
本
さ
ん
は
、

平
成
９
年
度
か
ら
８
年
間
婦
人
会
活
動
の

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

西
田
さ
ん
は
「
町
民
の
方
と
一
緒
に
協

力
し
て
活
動
を
す
る
中
で
充
実
感
と
楽
し

か
っ
た
な
と
思
わ
れ
る
活
動
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
今
の
婦
人
会
の
良
い

雰
囲
気
も
維
持
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。 婦

人
会
総
会
の
開
催

新
婦
人
会
長
に
西
田
さ
ん

西田　敏子さん

担
当
者
あ
い
さ
つ

社会きょういくコーナー 
社会教育広報通算327号 

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。 
かわいがってネ 

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！
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あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

 
新着ＣＤ：☆　印 
新着図書：『   　』 

＜CD＞
☆癒しのピアノ①②③/宮崎駿コレクション
☆一瞬の夏/吉田拓郎
☆大河ドラマ義経音楽絵巻/

オリジナルサウンドトラック
☆リラクシング～ビューティフル・ヴォイス～
☆MIMI/マライア・キャリー
E TRUE☆Yaiko’s  selection/矢井田瞳
＜一般書＞
『雨と夢のあとに』 柳美里著
『懲りない男と反省しない女』 渡辺淳一著
『小判商人　御宿かわせみ』 平岩弓枝著　
『みみずくの夜メール２』 五木寛之著
『ビジョン』 森村誠一著

＜児童書・絵本＞
『ぼくの家から海が見えた』 小林豊作・絵
『おとなになったら』 いもとようこ作・絵
『消えたオアシス』 ピエール＝マリー・ボード作
『10ぴきのかえるのおくりもの』

間所ひさこ作　仲川道子絵
『まほうのむら』 オルガ・ルカイユ作・絵

☆ルネッサンス/吉田兄弟
☆シングルコレクション/夏川りみ
☆THE CIRCLE/B’z
☆fairy/松田聖子
☆MY STORY classical/浜崎あゆみ
ベストセレ

『デセプション・ポイント　上･下』ダン・ブラウン著　
『いつか月曜日に、きっと』 ナディン・ゴーディマ著
『手で遊ぶ　おもしろ影絵ブック』 後藤圭著　
『キャンプ入門　アウトドアブックス』 長谷川哲編　
『少子に挑む　ニッポン大転換』 日本経済新聞社編

『しっぽのきらいな猫』南部和也作　いまきみち絵
『森の地図』 阿部夏丸作　あべ弘士絵　
『リュックのりゅう坊１　ともだちいっぱい』

工藤直子作　長新太絵　
『せかいでいちばんつよい国』

デビッド・マッキー作・絵
『やあ！出会えたね　クモ』 今森光彦文・写真

今月の休館日 １日～12日（臨時休館）・23日（月）・30日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ

日　時蜷5月21日（土）15時～

場　所蜷図書館内絵本のコーナー

よみきかせボランティア「ぴのきお」

問合せ蜷和木町立図書館

（蕁54ー0222）

○図書館では、毎月
第3土曜日に絵本
の読みきかせを行
なっています。

☆臨時休館のお知らせ

図書館では、電算機器の入れ替えのため５月12日貅まで臨時

休館となります。

休館中も資料の返却は受け付けています。本や雑誌はコミュ

ニティセンター１階のグックポストへ、CD等のAV資料の返却

はコミュニティセンターの窓口にお返しください。これに伴い、

５月12日までの期間は図書館ホームページも一時閉鎖いたしま

す。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

問合せ蜷和木町立図書館（蕁54ー0222）
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肥
満
は
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
か
た
よ
る
こ
と

に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。
肥
満
を
防
ぐ
た

め
に
は
運
動
習
慣
を
も
と
う
と
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
し
て
一
日
の
生
活
ス
タ

イ
ル
や
、
年
齢
に
適
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂

取
量
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
生
活
ス
タ
イ
ル
の
中
に
、
太
っ
て

し
ま
う
原
因
は
な
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
不
規
則
な
食
習
慣
や
、
好
き
な
も
の

だ
け
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
今
ま
で
と
り
過
ぎ
て
い
た
食
品

や
飲
み
物
を
減
ら
し
、
野
菜
を
た
く
さ
ん

と
る
よ
う
に
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
生
活
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

①
栄
養
素
を
過
不
足
な
く
と
り
な
が
ら
、

適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を

１
日
に
１
４
０
０
〜
１
６
０
０
kcal
を
目

標
に
。

②
朝
、
昼
、
夕
食
を
毎
日
規
則
正
し
く
と

る
欠
食
す
る
と
次
の
空
腹
に
備
え
、
皮
下

脂
肪
を
蓄
え
よ
う
と
す
る
働
き
が
強
く
な

り
ま
す
。
ま
た
つ
い
間
食
を
取
り
、
結
果

的
に
３
食
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ

太
ら
な
い
元
気
生
活

肥
満
を
防
ぐ
10
か
条

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

元気アップ教室のお知らせ
「なんとなくからだがだるい」そんな気候の変
わり目を、香りを効果的に取り入れることで、上
手にのりきる工夫を学びますのでお楽しみに！
日　時蜷5月18日貉　10時～11時30分
場　所蜷保健相談センター
内　容蜷～アロマテラピー～　

『こころを元気にする空気』
受講料蜷材料費500円
申込み蜷5月13日までに保健相談センターへ　

（蕁52-7290）先着15名。

不妊専門相談会のお知らせ
日　時蜷5月26日貅、8月4日貅、11月24日貅、

平成18年2月16日貅　※予約制

場　所蜷岩国健康福祉センター相談室

（山口県岩国総合庁舎２階）

相談担当医師蜷国立病院機構

岩国医療センター（※旧国立岩国病院）

産婦人科医師　新谷恵司先生

問合せ蜷岩国健康福祉センター（蕁29-1523）

ー
を
と
り
が
ち
で
す
。

③
早
食
い
を
さ
け
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

満
腹
中
枢
を
刺
激
す
る
よ
う
に
、
ゆ
っ

く
り
と
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

④
お
か
ず
（
野
菜
）
中
心
の
食
事
を

お
か
ず
が
少
な
い
と
ご
飯
の
と
り
過
ぎ

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
野
菜
を

中
心
に
す
る
と
、
ご
飯
を
と
り
過
ぎ
ず
、

栄
養
的
に
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
に

な
り
ま
す
。

⑤
味
付
け
を
薄
め
に
す
る

味
の
濃
い
お
か
ず
は
、
ご
飯
と
塩
分
の

と
り
過
ぎ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⑥
間
食
を
ひ
か
え
る

大
福
１
個
は
、
ご
飯
に
換
算
す
る
と
茶

碗
２
杯
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
な
り
ま
す
。

⑦
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
や
嗜
好
飲
料
を
ひ
か

え
るビ

ー
ル
瓶
１
本
は
、
ご
飯
の
茶
碗
１
杯

半
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
同
じ
で
す
。
ま
た

ほ
と
ん
ど
の
嗜
好
飲
料
（
ジ
ュ
ー
ス
・
炭

酸
飲
料
・
乳
酸
飲
料
）
は
、
コ
ッ
プ
１
杯

で
砂
糖
が
大
さ
じ
２
杯
以
上
入
っ
て
い
ま

す
。

⑧
野
菜
を
し
っ
か
り
と
る

野
菜
は
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
う
え
、
か
さ

が
あ
っ
て
満
腹
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

⑨
外
食
は
１
日
１
回
ま
で

外
食
は
一
般
的
に
野
菜
不
足
に
な
っ
た

り
、
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
な
り
が
ち
で
す
。

揚
げ
物
な
ど
は
さ
け
て
、
で
き
る
だ
け
低

カ
ロ
リ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
こ
と
が
大

切
で
す
。

⑩
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
増
や
す

適
度
な
運
動
は
、
か
ら
だ
の
線
を
美
し

く
し
、
動
き
を
機
敏
に
し
、
心
臓
や
肺
の

機
能
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

食
事
の
量
を
減
ら
す
と
皿
数
も
少
な
く

な
り
、
食
卓
が
寂
し
く
な
り
ま
す
。
大
皿

の
料
理
は
小
分
け
に
す
る
な
ど
、
料
理
の

皿
数
を
多
く
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ご
飯
の
量
を
少
な
く
す
る
に
は
、
食
器

を
小
ぶ
り
の
茶
碗
に
か
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
汁
椀
を
口
が
広
く
て
浅
い
お
椀
に
す

る
と
、
見
た
目
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
出
る

わ
り
に
は
、
少
な
い
量
し
か
よ
そ
え
な
い

の
で
、
塩
分
制
限
を
し
て
い
る
人
に
も
好

都
合
で
す
。

明
る
い
色
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
や
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
使
っ
た
り
、
花
を
か
ざ

っ
て
、
は
な
や
か
な
食
卓
を
演
出
し
ま
し

ょ
う
。

楽
し
い
会
話
を
し
な
が
ら
の
食
事
は
、

そ
し
ゃ
く
が
十
分
で

き
、
胃
腸
の
消
化
吸

収
も
よ
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
楽
し
い
会
話

を
お
か
ず
に
加
え
れ

ば
、
量
の
少
な
い
食

事
も
あ
ま
り
気
に
な

ら
な
い
も
の
で
す
。

皿
数
を
多
く
す
る

器
の
大
き
さ
を
考
え
る

楽
し
く
会
話
を
し
な
が
ら

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
気
を
配
る

低
カ
ロ
リ
ー
で
も
楽
し
く
、

お
い
し
く
食
事
が

で
き
る
演
出
を
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健康カレンダー （5月16日～6月15日）

食推さんのおすすめメニュー

保セ・・・保健相談センター　※母子保健カレンダーの育児学級の日程ですが6月7日貂から6月14日貂に変更になりました。

月 日（曜）

5月18日（水）

5月19日（木）

5月25日（水）

5月26日（木）

5月30日（月）

5月31日（火）

6月02日（木）

6月06日（月）

6月09日（木）

6月14日（火）

行　　　　事

元気アップ教室

プレイルーム

育児相談

2歳児歯科健診

プレイルーム

健診結果説明会

プレイルーム

健康相談

両親教室

プレイルーム

育児学級

受付時間

10：00～11：30

10：00～15：00

13：30～14：30

13：00～13：20

10：00～15：00

08：30～12：00

13：00～17：00

10：00～15：00

10：00～10：30

9：30～11：30

11：00～15：00

14：00～15：30

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

関ヶ浜分館

保　　　セ　

保　　　セ　

保　　　セ　

場　　所対　　　　　　　　象

一般の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

平成15年2月～5月生まれ

乳幼児とその保護者の方

総合健診を受けた方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

妊婦とそのご家族の方

乳幼児とその保護者の方

乳児とその保護者の方

手まり寿司
子育ての輪づくり運動
蜂ヶ峯交流会のお知らせ

総合健診の全日程を終了しました。結果は、下記の日程でお返しします。
【結果のお返し】
日　時蜷5月30日豺・31日貂　8時30分～12時　13時～17時
場　所蜷保健相談センター
婦人科健診・総合健診を合わせて、結果の見方も説明しながらお返しします。健康手帳を持参してください。
この期間に保健相談センターに取りにこられなかった方には、ご自宅にお届けしますが、できるだけ直接受
け取りにきてください｡相談の機会もありますのでご利用ください。
【個別栄養相談】
予約制（30分程度） 健診結果通知書を持参してください｡
場　所蜷保健相談センター（蕁52－7290）

総合健診のお知らせ

材料6人分
米　２合半
酢　大さじ４
砂糖　大さじ３
塩　小さじ１　　　
えび　６匹　　　　

作り方
①下準備
米……炊いておく。寿司酢＠を作り、ご

飯と混ぜ、18等分して、軽く丸くに
ぎる。

卵……塩、砂糖少々を加え、薄焼き卵を
作り６枚に分ける。

えび……背わたを取り、竹串を刺してま
っすぐにし、塩少々を加えた熱湯で
茹でる。茹で上がったら、竹串を回
して抜きやすくし、冷めたら串を抜
く。殻をむき、腹側から切り開く。
寿司酢をまぶしておく。

②ラップで形をととのえる
ラップを広げ、卵、えび、野沢菜をそれ
ぞれのせ、ご飯をおいて包み、形をとと
のえる。器にハランを敷いて盛る。

日　時 蜷 6月2日貅

10時～ ミニSL駅舎にて受付

10時30分～11時　バンガローにて交流会

場　所 蜷 蜂ヶ峯総合公園　

※雨天の場合、保健相談センター

内　容 蜷 ミニSLに乗ろう・レクリエーション

参加費 蜷 ミニSL乗車代としてひとり150円

※ただし、1歳未満は無料

主　催 蜷 和木町母子保健推進協議会

申込み 蜷 5月26日貅までに

保健相談センターへ（蕁52-7290）

備　考 蜷 おやつ、飲み物、レジャーシー

トなどは各自でご持参ください。

色どりのきれいなかわいい寿司です。子どもさんと一緒に作ってみてくだ
さい。 （食推３班　村中　弘代）

＠
卵　２個
塩　少々
酒　少々　　　　　　

野沢菜　６枚
ハラン　適宣

卵 えび 

野沢菜 

ごはん 

＠ 





12

第10回「民踊おさらい会」

３
人
の
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
贈
る

「
少
女
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
展

藤
井
春
日
写
真
展

「
永
遠
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

カ
ジ
ワ
ラ
ノ
リ
コ
映
像
作
品
展

「
祭
典
ノ
日
」

阿
部
由
美
子
服
展

「
ビ
ジ
ョ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
」

展
示
期
間
▼
５
月
21
日
貍
〜５

月
29
日
豸

開
館
時
間
▼
10
時
〜
17
時

第
２
回
あ
ざ
み
の
会

（
ち
ぎ
り
絵
・
く
る
み
人
形
）

展
示
会

展
示
期
間
▼
６
月
２
日
貅
〜６

月
６
日
豺

開
館
時
間
▼
10
時
〜
17
時

た
だ
し
、
６
月
６
日
豺
は
、
16
時
に

閉
館

展
示
内
容
▼
野
山
の
美
し
い
花
や
景
色

を
和
紙
で
表
現
し
、
ま
た
、
か
わ
い
い

人
形
を
和
紙
で
く
る
ん
だ
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
ま
た
、
ち
ぎ
り
絵
・
く
る
み

人
形
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま

す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
蕁
53
ー

３
１
２
３
）

和
木
美
術
館
情
報

日　時蜷５月15日豸 12時30分開演

場　所蜷文化会館

入場料蜷無　料

主　催蜷和木町公民館民踊部

共　催蜷和木町文化協会

後　援蜷日本民踊研究会広島支部

お友達やご近所お誘い

あわせのうえご観覧ください。

問合せ蜷文化協会事務局（蕁52－2191）

「かおり会民謡の祭典」

日　時蜷6月5日豸

場　所蜷文化会館　入場無料

主　催蜷民謡かおり会

共　催蜷和木町文化協会

後　援蜷和木町・和木町教育委員会

問合せ蜷文化協会事務局

（蕁52－2191）

日
　
時
▼
６
月
12
日
豸
　
９
時
開
会
式

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

主
　
催
▼
和
木
町
体
育
協
会

種
　
目
▼
１
男
子
Ａ
級
・
Ｂ
級
・
Ｃ
級
複

２
女
子
Ａ
級
・
Ｂ
級
・
Ｃ
級
複

試
合
方
法
▼
リ
ー
グ
戦
ま
た
は
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

組
み
合
せ
▼
主
催
者
一
任

表
　
彰
▼
各
種
目
と
も
２
位
ま
で

参
加
料
▼
一
　
般
／
１
人
１
、
０
０
０
円
　

高
校
生
／
１
人
　
　
８
０
０
円

中
学
生
／
１
人
　
　
５
０
０
円
　

※
当
日
徴
収

申
込
期
限
▼
６
月
８
日
貉
必
着

申
込
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
蕁
52
―

２
８
１
１
）

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

和
木
町
近
郊
春
季

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

「
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
み
た
い
な
」と
思
っ

て
い
る
皆
さ
ん
へ
、
初
心
者
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
テ
ニ

ス
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

日
　
時
▼
５
月
16
日
豺
〜
毎
週
月
曜
日

19
時
〜
21
時

場
　
所
▼
和
木
町
庭
球
場

会
　
費
▼
２
、
０
０
０
円

定
　
員
▼
20
名
（
先
着
順
）

申
込
み
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
に
会
費
を
添
え

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
体
協
会
テ
ニ
ス
部
　
小
倉
常
雄

自
宅
（
蕁
53
―

３
２
５
９
）

会
社
（
蕁
53
―

９
５
０
０
内
線
５
３
４
８
）

日
　
時
▼
６
月
４
日
貍

８
時
30
分
〜
14
時

※
雨
天
時
は
６
月
11
日
貍
に
延
期

会
　
場
▼
和
木
町
庭
球
場

ク
ラ
ス
別
け
▼
男
子
及
び
女
子

参
加
料
▼
１
ペ
ア
１
、
０
０
０
円

（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

試
合
方
法
▼
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競

技
規
則
で
行
い
ま
す
。

申
込
み
先
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

締
切
り
▼
５
月
27
日
（
金
）

問
合
せ
▼
体
協
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
松
本
有
子

（
自
宅
蕁
82
―

２
８
８
２
）

※
平
日
は
19
時
以
降
在
宅
で
す
。

テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ
教
室

太
極
拳
教
室
生
徒
募
集

平
成
17
年
度
和
木
町
春
季

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
開
催

内
臓
機
能
を
増
進
し
、
ゆ
っ
く
り
し
た

動
作
が
特
に
中
高
年
層
の
人
に
向
い
て
い

ま
す
。
足
腰
を
丈
夫
に
し
、
精
神
統
一
に

も
役
立
ち
、
頭
脳
へ
の
効
果
も
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
、
13
時
30
分
か
ら
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
蕁
52
―

２
８
１
１
）
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６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
和
木
町
で
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
左
記
の
人
権
擁
護
委
員
が
人
権

に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

佐
藤
　
喜
一
郎
さ
ん
（
蕁
52
―

4
8
3
6
）

（
和
木
２
丁
目
３
―

１５
―

１０
）

元
浄
　
公
昭
さ
ん
　
（
蕁
53
―

3
5
3
6
）

（
和
木
1
丁
目
１２
―

３５
）

日
　
時
▼
6
月
1
日
貉
10
時
〜
15
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

担
当
者
・
地
元
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
４
）

日
　
時
▼
５
月
24
日
貂
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
堀
弁
護
士（

岩
国
地
区
弁
護
士
会
）

受
　
付
▼
５
月
19
日
貅
ま
で
（
先
着
５
名
）

お
願
い
▼
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

資
料
等
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
蕁
52
―

１
６
１
６
）

日
　
時
▼
５
月
23
日
豺
13
時
〜
16
時
ま
で
　

※
事
前
の
受
付
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　
所
▼
山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所
岩
国

支
部
３
階
会
議
室

岩
国
市
錦
見
１
丁
目
16
番
45
号

相
談
内
容
▼
金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係
　

等
の
法
律
上
の
相
談

相
談
担
当
者
▼
山
口
県
弁
護
士
会
（
岩
国

地
区
会
）
所
属
の
弁
護
士

問
合
せ
▼
山
口
県
弁
護
士
会
岩
国
地
区
会

（
蕁
41
―

０
１
６
１
）

県
税
事
務
所
で
は
、
昼
間
に
納
税
ま
た

は
納
税
相
談
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

次
の
と
お
り
「
夜
間
の
納
税
（
相
談
）
窓

口
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

期
　
日
▼
５
月
27
日
貊
、
30
日
豺
お
よ
び

31
日
貂

時
　
間
▼
20
時
ま
で

場
　
所
▼
岩
国
県
税
事
務
所

（
蕁
29
―

１
５
０
２
）

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
5
月
１９
日
貅
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

蕁
52
―

1
6
1
6
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
52
―

8
6
4
4
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
蕁
29
―

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

心

配

ご

と

相

談

町
内
無
料
法
律
相
談
開
催

各
　
種
　
相
　
談

ご
存
知
で
す
か
？

人
権
擁
護
委
員
制
度

県
税
の
「
夜
間
の
納
税

（
相
談
）窓
口
」に
つ
い
て

【
人
権
擁
護
委
員
】

【
無
料
人
権
相
談
所
開
設
】

平
成
17
年
度
和
木
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式

４
月
11
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
平

成
17
年
度
和
木
町
ス
ポ
少
入
団
式
」
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
剣
道
部

13
名
、
サ
ッ
カ
ー
部
46
名
、
軟
式
野
球

部
20
名
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
23
名
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
18
名
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
18
名
、
体
操
部
５
名
、
計

１
４
４
名
が
入
団
し
ま
し
た
。

剣
道
部
の
泉
原
拓
君
が
団
員
を
代
表

し
て
「
誓
い
の
言
葉
」
を
宣
誓
し
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
１
年
間
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

無
料
法
律
相
談
開
催
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日
　
時
▼
毎
週
第
２
・
３
・
４
土
曜
日

の
13
時
〜
15
時
ま
で

場
　
所
▼
山
口
市
駅
通
り
２
丁
目
９
番
15
号

山
口
県
司
法
書
士
会
館
内

相
談
予
約
▼
事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
10
時
〜
12
時
、

13
時
〜
16
時

相
談
内
容
▼
相
続
な
ど
に
よ
る
不
動
産
の

登
記
に
関
す
る
相
談
、
会
社
・
法
人
の
設

立
や
目
的
変
更
等
に
関
す
る
相
談
、
裁
判

（
調
停
や
訴
訟
）
に
お
け
る
申
立
書
面
や

反
論
の
準
備
書
面
等
に
関
す
る
相
談
、
多

重
債
務
や
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談

問
合
せ
▼
山
口
県
司
法
書
士
会

（
蕁
０
８
３
―

９
２
４
―

５
２
２
０
）

岩
国
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
の
時
間
延
長
と
休
日
の
相
談
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
相
談

も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

時
間
延
長
日
▼
19
時
ま
で

５
月
２
日
〜
５
月
27
日
ま
で
の
月
曜
日

休
日
相
談
日
▼
５
月
14
日
貍
６
月
11
日
貍

９
時
30
分
〜
16
時

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

（
蕁
24
―

２
２
２
２
）

受
付
期
間
▼
６
月
１
日
貉
〜
６
月
15
日
貉

職
　
種
▼
内
務
区
分
、
外
務
区
分

●
受
験
資
格

内
　
務
▼
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

外
　
務
▼
昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

第
１
次
試
験
▼
９
月
11
日
豸

受
験
案
内
▼
5
月
16
日
豺
〜

第
２
次
試
験
▼
10
月
18
日
貂
〜10

月
31
日
豺
　

問
合
せ
▼
日
本
郵
政
公
社
中
国
支
社

人
事
部
人
事
課

（
蕁
０
８
２
ー

２
２
４
―

５
９
８
０
）

親
和
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
会
し
ま
せ
ん
か
？

親
和
会
で
は
会
員
相
互
の
交
流
会
や
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
仲
間

が
待
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

（
蕁
52
―

８
６
４
４
）

山
口
県
司
法
書
士
会

常
設
の
無
料
相
談
会

年
金
相
談
の
平
日
の
時
間
延
長
と

休
日
の
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

郵
政
一
般
職
採
用
試
験

和
木
町
身
体
障
害
者

（
親
和
会
）
会
員
募
集

平
成
17
年
度
の
山
口
県
警
察
官
（A）
・
女

性
（A）
の
採
用
試
験
を
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

受
付
期
間
▼
５
月
13
日
貊
〜
６
月
10
日
貊

受
験
資
格
▼
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
４
年
制
大
学
以
上
を
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
方

１
次
試
験
▼
７
月
10
日
豸

警
察
官
の
他
、
警
察
職
員
上
級
（
警
察
事

務
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
岩

国
警
察
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
警
察
署（

蕁
24
―

０
１
１
０
）

期
　
日
▼
７
月
11
日
豺

受
　
付
▼
９
時
〜
９
時
30
分

試
験
時
間
▼
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
下
松
中
央
公
民
館

申
込
期
限
▼
５
月
20
日
貊
ま
で

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
４
１
６
）

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業

所
な
ど
で
は
、
防
火
管
理
者
を
定
め
、
防

火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
わ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
事
業
所
関
係

者
に
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し
て
い

山
口
県
警
察
官
募
集

排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

平
成
17
年
度
前
期
甲
種

（
乙
種
）防
火
管
理
講
習
会

た
だ
く
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

甲
　
種
▼
６
月
23
日
貅
、
24
日
貊

９
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
受
付
は
９
時
か
ら
）

乙
　
種
▼
６
月
23
日
貅
（
甲
、
乙
種
共
通
）

９
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
受
付
は
９
時
か
ら
）

※
後
期
の
甲
種
（
乙
種
）
防
火
管
理
講
習

会
に
つ
い
て
は
10
月
下
旬
開
催
予
定
。

場
　
所
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
講
堂

受
講
手
続
▼
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、
消

防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
６
月
１
日
貉
〜
６
月
15
日
貉

※
甲
、
乙
合
計
定
員
80
名
で
締
切
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
消
防
本
部
予
防
課

（
蕁
22
―

１
３
２
０
）

応
募
資
格

免
許
の
部
　
20
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

等
を
有
す
る
方

大
学
・
短
大
・
高
専
卒
の
部

20
歳
以
上
で
大
学
（
工
科
系
）
、
短
大

（
工
科
系
）
ま
た
は
高
専
を
卒
業
し
た
方

（
見
込
み
の
方
を
含
む
）

受
付
期
間
▼
５
月
９
日
豺
〜
５
月
27
日
貊

試
験
期
日
▼
７
月
４
日
豺

入
　
隊
（
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
教
育
隊
）

免
許
の
部
▼
10
月
上
旬

大
学
・
短
大
・
高
専
卒
の
部
▼

平
成
18
年
４
月
上
旬

問
合
せ
▼
自
衛
隊
岩
国
募
集
事
務
所

（
蕁
23
―

１
５
８
０
）

海
上
自
衛
隊

技
術
海
曹
募
集
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「やまぐち森林づくり県民税」
ー未来へ引き継ぐ、みんなで育む豊かな森林ー

特別障害給付金
（無年金障害者に対する給付金）

自動車税の納付期限に
ついて

次の条件に該当する方に、障害の程度に応じて給付金が支

給されます。

漓平成3年3月以前の国民年金任意加入対象であった学生。

滷昭和61年3月以前に国民年金任意加入対象であった被用者

（厚生年金、共済組合等の加入者）の配偶者。

※漓滷の期間内に初診日があり、現在、障害基礎年金1級、2

級相当の障害に該当する方。ただし、65歳に達する日の前

日までに当該障害状態に該当された方に限られます。

※支給額は、障害等級1級相当では月額5万円。

障害等級2級相当では月額4万円。

（支給額は、毎年度物価の変動に応じて改定されます。）

問合せ蜷岩国社会保険事務所（蕁24－2222）

「5月31日は、自動車税の納期限です。

4月1日現在で車をお持ちの方は、県税事

務所から送付されます納税通知書により、

最寄の金融機関または県税事務所で納付

されますようお願いします。また、環境

に優しい自動車は税額を軽くし、環境に

負担の大きい自動車は税額を重くする

「自動車税のグリーン化」が平成14年度か

ら実施されています。なお、ご不明な点

がありましたら、最寄の県税事務所にお

尋ねください。

問合せ蜷山口県県税事務所（蕁29－1502）

不審者に
ご注意ください！！

山口県では、荒廃が深刻化する森林を適正に整備し、その

森林を県民共有の財産として次世代に引き継いでいくために、

4月から「やまぐち森林づくり県民税」を導入しました。

個人：県内に住所がある方、県内に事務所、事業所または家

屋敷をもっている方

年額：500円

法人：県内に事務所、事業所を持っている法人等

年間：1,000円～40,000円

（県民税均等割額の５％相当額）を県民税（均等割）に加算し

て納めていただきます。

納めていただいた税金は、次の３つの柱に沿って森林の整備

のために使います。

漓健全で多様な森林づくりの推進

滷県民との協働による森林づくりの推進

澆適切な森林整備につながる森林資源の利用促進

問合せ蜷県林政課（蕁083－933－3464）

県税務課（蕁083－933－2275）

県ホームページ　http://www.pref.yamaguchi.jp/

gyosei/zeimu/index.htm

社会保険事務所等の職員を装った不審

者が、高齢者のお宅を訪問し、預金通帳

とキャッシュカードを要求するとともに、

言葉巧みに暗証番号を聞き出し現金を引

き出すという現金詐取事件が複数発生し

ています。

山口県では、金銭的被害等を受けたと

いう報告はありませんが、同様の被害の

発生が懸念されます。

社会保険事務所の職員が年金受給者宅

等を訪問し、預金通帳やキャッシュカー

ドをお預かりすることはありません。

不審に思われた場合は、社会保険事務

所へ問い合わせくださ

い。

問合せ蜷岩国社会保険

事務所（蕁24－2222）
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無事故・無違反コンテスト
「2005セーフティドライブ・

チャレンジ200」に
チャレンジしませんか
交通マナーアップやまぐちキャンペーンの一

環として、県下のドライバーの皆さんを対象に

200日間の無事故・無違反の達成を目的とした

コンテストを実施します。

実施機関蜷6月18日貍～平成18年1月3日貂までの

200日間

募集期間蜷6月10日貊まで

参加資格蜷1チーム5名、県内に居住または県内の事業

所に勤務する方、日常生活で自動車または

原動機付自転車を運転している方

参加費蜷3,500円（1チーム）

（運転記録証明書申請手続料700円×5人）

賞　品蜷無事故・無違反達成チームの中から抽選に

より、10～1万円程度の旅行クーポン券また

は商品券等150本程度の賞品を贈呈します。

問合せ蜷岩国警察署（蕁24－0110）

野菜づくり講習会

日　時蜷5月17日貂　13時30分～15時

場　所蜷ＪＡ山口東和木支所３Ｆ　大会議室

内　容蜷野菜づくりのポイント

１） 野菜栽培の基礎知識

２） 夏野菜の栽培管理

３） 病害虫対策

４） 生産資材の紹介

講　師蜷岩国農林事務所、JA山口東経済部

問合せ蜷山口東農業協同組合和木支所

（蕁53－1722）

ご注意ください！

最近、町内で統計調査員を装い、個人宅を訪問し

ていろいろなことを聞き出そうとする事例が報告さ

れています。国、県、町から任命されて調査を行う

統計調査員は必ず国、県、町が発行した調査証を携

帯しています。不審に思われたときは、調査証の提

示を求めましょう。

問合せ蜷企画総務課（蕁52－2135内線311）

町民相談室の窓
役場議会棟１階に開設している町民相談室で取り扱った、平成16年度の町民相談並びに無料法律相談の件

数は下記のとおりです。

町　政　問　題 個　人　問　題
担 当 課
企画総務課
住民サービス課
保健福祉課
都市建設課
税 務 課
教育委員会
合　　　計

相談件数
9
6
2
23
0
3
43

処理件数
9
6
2
23
0
3
43

相 談 内 容
家庭内問題
相 隣 関 係
金 銭 関 係
破 産
そ の 他

合　　　計

相談件数
7
4
4
1
6

22

処理件数
7
4
4
1
6

22

開　催

相談内容　

家 庭 問 題

金 銭 関 係

不動産関係

そ の 他

合　　　計

5月

相談者数

2

0

0

1

3

件数

2

0

0

1

3

2月 合　　　計

相談者数

0

0

1

3

4

件数

0

0

1

3

4

相談者数

2（３）

0（３）

1（２）

4（３）

7（11）

件数

2（３）

0（３）

1（２）

4（３）

7（14）

「町政、個人問題内容別相談業務取扱件数」（注）その他とは、問合せ・照会等

「無料法律相談利用状況」（注）（ ）内数字は前年（平成15年度）実績
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（
4
月
16
日
句
会
）

残
雪
の
棚
田
に
並
ぶ
牛
の
顔

陣
場
　
直
雄

父
と
子
の
会
話
弾
め
り
豆
の
花

陣
場
　
孝
子

春
　
や
牧
場
に
鉄
線
張
り
ゐ
た
る

浜
田
千
代
美

潮
騒
や
大
師
を
包
み
花
吹
雪

越
智
　
幸
子

宇
野
千
代
の
生
家
の
縁
に
初
音
き
く

浦
　
　
盈
子

花
　
う
ず
ま
き
流
れ
城
濠
に

小
川
　
誉
子

弔
の
列
に
桜
の
蘂
降
れ
り

灰
岡
美
穂
子

ピ
カ
ソ
展
出
で
て
春
雷
み
ぎ
ひ
だ
り

平
岡
　
菊
江

花
吹
雪
高
き
石
段
見
え
か
く
れ

山
重
　
杵
子

耕
運
機
動
く
田
圃
に
燕
来
る

与
三
本
愛
子

現
在
、
和
木
町
内
全
域
全
て
の
町
営
住
宅
の
入
居

申
し
込
み
受
付
及
び
入
居
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

蕁
52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

【
相
　
談
】

４
日
前
、
下
水
管
の
点
検
を
す
る

と
い
っ
て
き
た
人
に
、
床
下
を
診
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
い
ろ
い
ろ
と
家

の
不
備
を
い
わ
れ
、
勧
め
ら
れ
る
ま

ま
、
床
下
調
湿
剤
、
換
気
扇
、
補
強

工
事
の
契
約
を
し
た
。
し
か
し
、
契

約
金
額
が
２
２
７
万
円
と
高
額
な
の

で
、
解
約
し
た
い
。

【
処
　
理
】

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
内
で

し
た
の
で
、
す
ぐ
に
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
通
知
を
出
す
よ
う
助
言
し
、
通

知
書
の
書
き
方
・
送
付
方
法
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

点
検
に
来
た
と
言
っ
て
訪
問
し

「
工
事
を
し
な
い
と
危
険
」
な
ど
と

事
実
と
異
な
る
こ
と
を
言
っ
て
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
勧
め
る
販
売
方
法
を

い
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
点
検
商
法

で
契
約
さ
れ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
布
団
、
浄
水
器
、
ミ
シ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

訪
問
販
売
の
よ
う
に
、
消
費
者
が

消費者生活相談 
だよりVol.8

下水道の点検に来た人と

床下工事の契約をした

自
宅
な
ど
営
業
所
以
外
の
場
所
で
契

約
す
る
場
合
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
等
の

不
意
打
ち
的
な
勧
誘
に
よ
り
、
自
ら

の
意
思
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
に

契
約
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
で
契
約
を
し
た
場
合
、

消
費
者
が
頭
を
冷
や
し
て
考
え
る
機

会
を
与
え
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
の

が
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
で
す
。

こ
の
相
談
事
例
の
よ
う
に
、
訪
問

販
売
に
よ
っ
て
契
約
し
た
場
合
に

は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
８
日
以
内
に
解
約
の
通
知
書
を
送

る
こ
と
で
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
な

く
一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
ま

す
。
工
事
な
ど
の
場
合
、
施
工
済
み

で
あ
っ
て
も
一
切
費
用
を
負
担
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に

は
、
事
業
者
に
契
約
を
急
が
れ
て
も

す
ぐ
に
契
約
す
る
の
で
は
な
く
、
本

当
に
そ
の
工
事
が
必
要
か
ど
う
か
を

他
の
事
業
者
に
相
談
す
る
な
ど
し
、

も
し
必
要
で
あ
れ
ば
、
複
数
の
事
業

者
か
ら
見
積
り
を
と
り
、
よ
く
検
討

す
る
こ
と
で
す
。
な
お
、
平
成
16
年

11
月
施
行
の
改
正
特
定
商
取
引
法
に

よ
り
、
事
業
者
が
販
売
目
的
を
隠
し

て
消
費
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
行

為
を
禁
止
し
ま
し
た
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（
蕁
52
ー

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（
蕁
52
ー

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
蕁
0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

寄
付
・
寄
贈

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
見
舞
い
返
し

津
山
ユ
リ
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）

中
川
　
秀
夫
さ
ん
（
関
ヶ
浜
２
丁
目
）

本
人
確
認
事
務
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

６
月
１
日
か
ら
は
戸
籍
お
よ
び
全

て
の
住
民
異
動
届
の
届
出
人
の
本
人

確
認
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
届
出
人
が
代
理
人
の
場
合
は
、

ご
本
人
と
代
理
人
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分

証
明
書
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
届
出

戸
籍
の
届
出

婚
姻
届
、
離
婚
届
、
養
子
縁
組
届
、

養
子
離
縁
届
、
そ
の
他
戸
籍
届

本
人
確
認
の
た
め
の
書
面

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
写
真
付
き
）、

運
転
免
許
書
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

住
民
異
動
届

転
出
届
、
転
居
届
、
転
入
届
、
世
帯

変
更
届

本
人
確
認
の
た
め
の
書
面

戸
籍
の
届
と
同
じ
書
面
、
健
康
保
険

証
、
年
金
手
帳
、
社
員
証
な
ど

※
身
分
を
証
明
で
き
る
書
面
を
お
持

ち
で
な
い
方
、
届
出
人
以
外
の
方
の

届
出
に
つ
い
て
は
届
出
の
あ
っ
た
こ

と
を
郵
送
で
本
人
に
通
知
い
た
し
ま

す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
６
）
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外
は
雪
春
め
く
ホ
ー
ル
に
車
椅
子
輪
に
な
り
唄
う

午
後
の
ひ
と
と
き

正
中
ツ
ヤ
子

沈
丁
花
紅
さ
わ
や
か
に
咲
き
み
だ
れ
ほ
の
か
に
香
り

陽
ざ
し
明
る
き

三
村
　
浄
コ

庭
に
咲
く
赤
き
椿
の
花
あ
ま
た
萩
・
足
摺
の
花
旅
浮
か
ぶ

森
本
　
初
子

洗
い
置
き
し
冬
菜
き
ざ
め
ば
サ
ク
サ
ク
と
氷
こ
ま
か
く

ま
な
板
に
散
る

箭
野
　
賀
代

コ
ン
サ
ー
ト
終
っ
て
か
ら
も
暫
く
は
ど
こ
か
で
揺
れ
て
る

「
白
い
ブ
ラ
ン
コ
」

横
川
美
代
子

悪
し
き
こ
と
断
ち
切
り
た
く
て
御
守
り
を
買
い
求
め
た
り

春
に
向
う
日

大
野
　
千
尋

ほ
つ
ほ
つ
と
ゆ
る
み
し
木
瓜
ぼ

け

の
花
蕾
春
の
吹
雪
に

息
ひ
そ
め
ゐ
る

嘉
屋
　
笑
子

瀬
戸
内
の
寒
風
し
の
ぎ
梅
ひ
ら
く
「
冠
梅
園
」
に

潮
風
さ
や
か

神
園
　
静
美

沈
丁
花
一
枚
匂
ふ
食
卓
に
金
沢
よ
り
の
「
ジ
ロ
飴
」

う
れ
し

近
藤
巳
津
子

春
よ
春
さ
庭
に
早
も
蕗ふ
き

の
と
う
ひ
と
つ
ふ
た
つ
と

顔
出
し
そ
め
し

田
渕
ハ
ネ
子

前
庭
に
こ
ぼ
れ
咲
き
た
る
紅
梅
を
春
一
番
の
風

吹
き
散
ら
す

広
宇
次
信
子

吹
き
あ
れ
る
春
の
あ
ら
し
に
揺
ら
ぎ
つ
つ
馬
酔
木

あ

し

び

の
花
の

小
さ
き
鈴
音

藤
上
　
紀
子

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
」

希
望
者
募
集

緑
ゆ
た
か
な
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、「
緑
の
風
薫
る
文
化

の
ま
ち
和
木
町
」
を
創
造
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
こ
の
制
度
の
、
平
成

１７
年
度
分
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

申
請
者
の
要
件
▼
町
内
居
住
者

対
象
の
要
件
▼
営
利
を
目
的
と
し
な

い
こ
と
。
ま
た
、
実
施
場
所
は
、
個

人
の
庭
で
は
な
く
、
で
き
れ
ば
多
く

の
人
の
目
に
付
く
公
共
の
場
所
が
望

ま
し
い
。

助
成
額
▼
個
人
８
、０
０
０
円
以
内

グ
ル
ー
プ
３
０
、０
０
０
円
以
内
　
　

申
請
期
間
▼
現
在
受
付
中
。
平
成
１７

年
度
予
算
（
３０
万
円
）
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
▼

教
育
委
員
会
事
務
局

（
蕁
５３
―
３
１
２
３
）

この制度は、生ごみの減量化とリサイクル意識の向上を図るため、
電気式生ごみ処理機を購入された方に補助金を交付するものです。
対象者蜷町内居住者（１世帯１機まで）
補助額蜷電気式生ごみ処理機購入額の２分の１

（ただし、補助限度額を25,000円とします。）
利用者の声
★すぐに処理できるばかりでなく、生ごみを出す量が減った。
★乾燥生ごみまたは、生ごみの堆肥は、家庭菜園の堆肥として利用可
能で畑に肥料としてまいても異臭はなく使いやすい。
※台所からでる生ごみの大半は水分です。電気式生ごみ処理機を
使ったごみ減量化に挑戦してみましょう！
電気式生ごみ処理機使用後の残渣が、家庭菜園等で処理できな

い場合は下記の場所で回収しています。
回収場所
●住民サービス課
●コミュニティセンター
●瀬田分館
●関ヶ浜分館
※残渣受け入れ時間は、各施設の開庁時間、開館時間内とします。
※ビニール袋等で持ち込んでください。
申請・問合せ蜷住民サービス課（蕁 52－2135 内線 205）

購入前に申請をしてください!
電気式生ごみ処理機購入補助制度

アサリ開放日

開放日蜷5月7日貍～9日豺

開放場所蜷和木町側小瀬川河口

お願い蜷小瀬川河口はみんなの大切

な漁場です。資源保護のために稚

貝は持ち帰らないようにしましょ

う。ゴミはお持ち帰りください。

注　意蜷開放場所付近には駐車スペ

ースがありません。道路は駐車禁

止となっていますので車での来場

はおやめください。

既に配布しました入漁証は１世

帯１枚です。アサリ入漁の際には

必ずお持ちください。確認させて

いただく場合があります。また、

紛失されても再発行はいたしませ

ん。

問合せ蜷住民サービス課

（蕁52－2135 内線 205）
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平成17年4月1日現在 

総人口 6,694人 
 （－24） 
世帯数 2,615世帯 
 （－6） 
和木町の面積  10.56裄 

3,321人 　男 
(－17)

女 　3,373人 
(－7)

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
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今 月 の 納 税

和木町長選挙
立候補予定者
説明会

住宅使用料　 ５月分

軽自動車税　 全期分

上下水道使用料 ３・４月分
納期内に納めましょう

問合せ蜷税務課

（蕁52－2135内線203）

日　時蜷7月1日貊　13時30分から

場　所蜷役場３階大会議室

内　容蜷候補者の届出に関する事項、

選挙運動のあらましなどに

ついてご説明いたします。

※投票日は、8月28日豸です。

問合せ蜷和木町選挙管理委員会

（蕁52－2135内線306）

和木町住宅建設資金利子
補給制度について

この制度は、和木町内において良質な住宅の建設の促進を

図るため、町内に住宅を新築した方、または町内に建設され

た新築住宅を購入した方で、その資金を金融機関等から借り

入れた方に対して、その借入額に対する利子の一部または全

部について、町が補助する制度です。

対象となる新築住宅の基準

人の居住用床面積が60㎡以上あること。

補助額及び補助期間

新築住宅建設（購入）費用に対する償還金のうち、利子に

相当する額を（月額上限5,000円）居住を開始した月から60ヶ

月（５年間）補助します。

申請方法

居住開始から２ヶ月以内に、必要書類を添えて下記に申請

して下さい。

問合せ蜷都市建設課

（蕁52－2135内線413、412） 「選挙のめいすいくん」の家族 

大切
な一票

を有効に使いましょう。
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